















胎齢 14.5 日マウス下顎臼歯歯胚から歯胚上皮および間葉細胞を単離し，IGF1 を添加したコラーゲン
ゲル中に再生歯胚を作製した。再生歯胚を器官培養し，歯冠サイズを測定した。培養した再生歯胚の
切片を作製して H-E 染色および免疫染色を行い，組織学的解析を行った。次に，単離したマウス歯胚
上皮および間葉細胞に IGF1 を添加して培養し，BrdU アッセイにより細胞増殖を，蛍光免疫染色およ






bone morphogenetic protein 2 (BMP2) と同時に IGF1 を作用させた結果，象牙芽細胞マーカー dentin 
matrix acidic phosphoprotein 1 (DMP1)，dentin sialophosphoprotein (DSPP) お よ び microtubule 
-associated protein 1b (MAP1B) の発現がさらに亢進した。また，マウス再生歯胚において，IGF1 に
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bone morphogenetic protein 2 (BMP2) と同時に IGF1 を作用させた結果，象牙芽細胞マーカー dentin 
matrix acidic phosphoprotein 1 (DMP1)，dentin sialophosphoprotein (DSPP) お よ び microtubule 
-associated protein 1b (MAP1B) の発現がさらに亢進した。また，マウス再生歯胚において，IGF1 に
よりエナメルノットマーカーである fibroblast growth factor 4 (FGF4) の発現箇所数が増加した。
以上より，IGF1 はマウス歯胚由来上皮および間葉細胞の増殖と分化を亢進することで，マウス再生
歯胚のサイズを増大することが示された。さらに，IGF1 によるエナメルノットマーカー発現の亢進が，
マウス再生歯の咬頭数増加に関わることが示唆された。本研究は再生歯学および臨床歯学の分野に大
きく貢献することが期待され , 博士（歯学）の学位論文として相応しいと判断する。
